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生物の起源は臨画から（？）

　近頃，油壷からの通知によると，我が地球にある生物の最初は，山石が蓮

んで來たものであるらしV・との詫を，California大池の細菌學教授Charles　B・

Lipman氏が唱へ始めたといふ．

　尤も商うした説は今までにも可な眺1導者があったのであって，最初の圭

唱者は1821年にフランスのモンリヴオ伯Conte　de　Montlivaultである．伯は

地球と月との將來について種々の室想をめぐらした結果，月世界の噴火山か

ら飛び出したものか，叉は何か天の天榿から飛鳥した限石片に生物の元が運

ばれて來たと考へたj

　次に，45ケ年も経って，1866年に有名な化學者H．T．　Richter（リヒタD

が限石中に有機物（炭素の化合物）が含まれてみることを知り，これ畢寛平の

天髄から來た生物に起因するものであるとなし，唄石が爆獲すると共に地球

へまき散らされたものであると考へた．

　共後，187！年に丁丁の大理學者クル穿ン卿Lord　Kel血はBritish　Associ－

ationの総會の開會式上で，下の如き演詮をしたことがある・

　『若し我が地球が現状のまN同じ大きさの一天髄に衝突する場合には，大小種々の噺

片が必らずや空中に撒布されるでせう・しかし，生物を持ってるる天艦は他にもキツ

　ト澤山あるのですから，考へて見れば，大空には，生物素を持つた限石が無数に飛び

散ってみると思はれます・』

　此の説は，出れから．プラnヤ1Wm。　Preyerといふ生理學者と，ヘルム

ホルツH，L．　F．　von　IIelmholzといふ物理學者とが支持賛成したので，一時

は之れがし宇寅生物説「Cosmozoic　Hypothesisとして宣傳せられ，殊に，韻石

に運ばれて，地球や他の世界に散布される生物を“　Cosmozoaries　”と呼ぶに

まで至った．

　佛國の植物惑者▽an　Tieghetnは189i年頃，著者に

　　『わが地球は全宇宙の極めて一小部分であり，其の植物は全宇宙の生物の極めて一

　小部分である・宇宙の何慮かで，かつて生物に適當な事情が幽來た時，植物が生じた

　とすれば，それは偶然の方法で遠近に撒布せられたのであbう・人は，我が地球が他

　の世界から蓮く離れて孤立してみることを氣にするかも知れないが，しかし，日夜，
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多くの流星が雨下してみることから考へれば，決して孤立ではない・殊に，わっか一

回図る画一にでも阻石中に封じ込まれて生物が我が地球にやって卒たとすれば，其れ

からは立派に繁殖する筈である・尤も，地球の生物には始めもあり，終りもあるだら

う・しかし，大宇宙の生物は宇宙と共に永久であらう・』

　こんどリブマン教授が獲表した研究は，6年前からWisconsin大肇のw．　J・

Mead教授が各地からの唄石を集め，其の中に含まれてみる細菌類の研究を

したのに始まる．元來，リプマン教授は岩石の研究により，1928年9月に始め

てカムブリや前期の岩石中に微生物の存在することを嚢見し，1931年には又，

石炭艦中に細菌を獲見したのである．從って，限石中に細菌を見つけたのも

此うした研究の一部なのである．一一實際，細菌が適當に保護されると，40

ケ年ほども共の生命を持績することは學者間に知られてみる所であるし，又，

LondonのJenner研究所では，液艦水素（一412。F）や液三野氣（一338。F）の

寒氣にも堪えて生存したことが實験されたこともある．高濃に聡しては細菌

は可なり抵抗力が弱V・けれど，或るものは90。C乃至120。Cの濫度に堪える

ものも知られてみる．

　リプマン氏は，五つ六つの反調’詮を墾げ，之れ等に反駁を加へて自説を護

ってみる．

　　　　　反　　封　　説

（1）限石中には，細菌を養ふための

　　右機物が少い．

（2）爽見された細菌は，極めて少数

　　で，或は他からの混入かも知れ

　　なvo．

（3）限石落下の時の熱で滅亡する

　　筈．

（4）同じ険石からでも，生物が現は

　　れる断片と，現はれなV・のとが

　　ある．

（5）瞑石が地球に落下して，見付け

　　　　　反　　　　　駁

（1）少V・けれど，とにかく，あるに

　　はある．

（2）少激であることは意味が深い，

　　三等は所々に散在孤立してゐ

　　る．

（3）落下の揚合，一石の内部は供せ

　　られなv・．

（4）之れは（2）と同じ．

（5）落下後，直ちに拾ひ上げられた
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　　られるまでに細菌を含む水が浸

　　入したかも知れない．

（6）唄石中の細菌は，地球のものと

　　全く同じである．

唄イiもある．

（6）他の世界で地球と同じ生物が稜

　　達することも可能である．
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今年の彗星だより

　今1933年になって，慨に2個の彗星が獲見された・

1933　a．（ベルテヤ彗星）去る二月16日，米國Ol］io州Delphosに居る

L．C．　Peltier氏が北ブぐセフエ座δ星の東北に愚見したもので，光輝は8m．非

常な速度で東南へ急行してみる．磯見當時は地球に近く，約1／2刷立であった

が，三月に入って漸次遠ざかり，光も熱々衰へつNある．

1935　b，“井ンネケ彗星”　去る三月24日早曉，君影Bergedorf天文豪の

A．Wachnlann氏が蛇遣ひ座のtZβ三星の開で門鑑：獲見に成功したもので，

之れは此の星の第13回の出現で，年初から待望され，大天文寮で捜索されて

るたものである．∬・ヒの総見により，今年の近日製樋過は五月19日であること

が確かめられた．軌道要素は，チエコ國のV．Guth氏［A．　N．5900］と英國の

A．C．　D．　Crommelin氏［B．　A．　A．　Handbook，1933］との研究結果が焚表され

てあるが，槻下上からは後者のものが良さそうである．

　此の外，Schwassma！m－Wachmann（192511），　Geddes（19329），　Borrelly

（1932i），　Dodwell（1932　n），　Faye（1932　1）等の彗星が今爾ほ観測されてる

る．詳細は中村急報にあり．


